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太
平
天
国
以
後
の
保
甲
制
に
つ
い
て
-
湖
南
省
の
場
合
―

目

黒

克

彦

(
史

学

教

室
)

一

は
じ
め
に

十
年
余
に
亘
り
清
朝
支
配
体
制
を
根
幹
よ
り
揺
が
せ
た
太
平
天
国
革
命
運

動
は
、
同
治
三
年
(
1
8
6
4
)
天
京
の
陥
落
を
も
っ
て
実
質
的
に
終
幕
を
告
げ

た
。
周
知
の
如
く
、
こ
の
革
命
運
動
の
鎮
圧
の
主
力
は
湘
軍
・
淮
軍
で
あ
っ

た
。
就
中
湘
軍
は
出
身
地
湖
南
に
お
け
る
諸
改
革
を
通
し
て
、
即
ち
支
配
体

制
を
再
編
成
す
る
事
に
よ
っ
て
、
官
・
紳
の
強
力
な
支
配
を
可
能
な
ら
し
め
、

そ
れ
を
背
景
と
し
て
多
数
の
勇
丁
を
徴
発
し
、
強
力
な
軍
事
力
を
形
成
し
得

た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
湖
南
に
お
け
る
支
配
体
制
の
再
編
成
に
つ
い
て
は
、

小
島
晋
治
氏
の
優
れ
た
研
究
が
有
り
①
、
そ
の
中
で
は
郷
紳
の
政
治
力
の
強
化

=
徴
税
権
・
軍
事
権
の
掌
握
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
か
か
る
体
制
の
再
編
成
が
ど
れ
だ
け
実
質
化
さ
れ
、
体
制
の
安
定

化
に
つ
な
が
り
得
た
か
、
と
い
う
点
は
甚
だ
疑
問
で
あ
り
、
後
に
見
る
如
く

不
安
定
要
因
は
存
続
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
支
配
体
制
の
安
定
化
を
図
る

施
策
と
し
て
為
政
著
の
打
ち
出
す
対
策
の
一
つ
は
、
や
は
り
伝
統
的
な
保
甲

制
の
施
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
思
考
は
太
平
天
国
以
後
に
在
っ
て
も
変
る
事
は

な
く
、
保
甲
制
は
「
弭
盗
安
民
」
の
良
法
で
あ
り
、
「
莫
善
保
甲
」
と
し
て
常

套
句
化
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
湖
南
に
在
っ
て
も
清
朝
定
鼎
以
来
幾
度
目
か

の
保
甲
制
の
整
備
・
実
施
令
が
下
さ
れ
る
事
と
な
る
。

小
稿
は
太
平
天
国
鎮
圧
以
後
の
湖
南
の
一
般
情
勢
を
検
討
し
、
そ
の
情
勢

下
に
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
た
保
甲
制
、
具
体
的
に
は
同
治
十
一
年
(
1
8
7
2
)

に
行
な
わ
れ
た
と
さ
れ
る
保
甲
制
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
・
特
徴
等
に
つ
い

て
若
干
の
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
当
時
の
湖
南
の
情
勢
把

握
を
究
め
る
事
自
体
極
め
て
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
小
稿
に
尽
せ
る
も
の
で

は
な
い
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
先
学
の
諸
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
一
般
情
勢
と

し
て
の
把
握
に
努
め
、
論
を
進
め
る
事
と
す
る
。

二

太
平
天
国
以
後
の
湖
南
の
一
般
情
勢

こ
こ
で
は
先
に
も
述
べ
た
様
に
、
先
学
の
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
湖
南
の
一

般
的
な
動
向
を
羅
列
的
に
述
べ
る
に
止
め
た
い
。

抗
租
・
抗
糧
闘
争

周
知
の
如
く
、
湖
南
に
在
っ
て
は
清
初
以
来
、
抗
租
・
抗
糧
闘
争
が
盛
ん

に
展
開
さ
れ
た
②
。
か
か
る
闘
争
の
展
開
が
有
っ
た
か
ら
こ
そ
、
太
平
天
国
が

広
西
よ
り
湖
南
に
入
る
や
、
急
速
に
そ
の
勢
力
を
膨
脹
さ
せ
得
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
③
。
さ
て
か
か
る
抗
租
・
抗
糧
の
日
常
化
と
、
こ
れ
ら
の
闘
争
を
席

巻
す
る
形
で
進
行
す
る
太
平
天
国
の
攻
勢
の
中
で
、
湖
南
の
支
配
層
の
行
っ

た
改
革
=
「
減
賦
」
は
、
小
島
氏
の
論
考
に
拠
れ
ば
、
「
大
戸
」
に
対
し
て
一

定
の
増
税
を
求
め
、
「
小
戸
」
の
無
限
に
近
い
浮
収
徴
収
を
低
減
さ
せ
る
と
い

三
五
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彦克目

黒

う
減
税
を
行
い
、
以
っ
て
郷
村
に
お
け
る
「
大
戸
」
「
小
戸
」
間
の
対
立
・
矛

盾
の
緩
和
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
こ
の
改
革
を
通
し
て
、
郷
紳
が
地
方

に
お
け
る
財
政
的
実
権
を
掌
握
し
、
更
に
こ
れ
を
土
台
と
し
て
組
織
し
た
「
団

練
」
に
よ
っ
て
、
地
方
の
軍
事
的
実
権
を
握
っ
た
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
改

革
を
通
し
て
、
中
小
地
主
層
を
体
制
内
に
組
み
込
み
、
強
力
な
湘
軍
を
組
織

し
得
た
、
と
さ
れ
て
い
る
④
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
改
革
が
一
定
の
成
果
を

収
め
た
と
し
て
も
、
抗
租
・
抗
糧
闘
争
は
影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
。

抗
租
に
つ
い
て
言
え
ば
、
佃
農
の
最
大
の
関
心
事
た
る
減
租
問
題
に
対
し
て

は
、
小
島
氏
も
「
こ
の
五
五
年
の
『
改
革
』
か
ら
全
く
疎
外
さ
れ
⑤
」
た
と
さ

れ
る
様
に
、
何
ら
手
が
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
「
小
戸
窮
民
」
の
実

体
を
小
地
主
・
自
作
農
と
さ
れ
、
又
自
小
作
農
を
も
含
め
て
考
え
ら
れ
る
が
、

純
小
作
農
の
存
在
も
決
し
て
少
な
く
な
い
⑥
。
彼
ら
佃
農
は
こ
の
「
改
革
」
で

は
完
全
に
切
捨
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
佃
農
の
抱
え
る
要
求
、
又
地

主
・
佃
農
間
の
矛
盾
は
解
消
さ
れ
る
事
な
く
、
依
然
と
し
て
存
続
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

一
方
抗
糧
の
面
で
は
、
こ
の
改
革
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
担
い
手
で
あ

っ
た
中
小
地
主
・
自
作
農
層
の
不
満
は
、
一
定
程
度
解
消
さ
れ
、
闘
争
の
起

因
は
殆
ん
ど
消
滅
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
改
革
が
実
施
さ

れ
、
成
功
を
収
め
た
と
全
面
的
に
評
価
す
る
事
を
憚
か
ら
ざ
る
を
得
な
い
史

料
も
存
在
し
て
い
る
。
即
ち
こ
の
改
革
は
、
銭
糧
徴
収
の
任
か
ら
「
書
吏
」

等
を
全
面
的
に
排
除
し
、
「
郷
紳
=
地
主
を
中
心
と
し
た
地
縁
的
結
合
を
媒
介

に
し
て
徴
税
⑦
」
す
る
事
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
治
二
年
(
1
8
6
3
)

作
と
考
え
ら
れ
る
湖
南
巡
撫
惲
世
臨
の
「
札
示
」
に
拠
れ
ば
、
相
も
変
ら
ず
。

湖
南
銭
糧
積
弊
、
大
半
由
於
蠹
書
之
包
征
包
解
、
甚
至
檀
出
墨
券
、
私
相

授
受
⑧
。

と
述
べ
ら
れ
る
が
如
き
事
態
が
存
在
し
て
お
り
、

三
六

本
部
院
在
藩
司
任
内
、
曽
於
整
筋
征
解
章
程
内
、
詳
明
厳
行
禁
革
、
亦
査

有
己
改
之
処
、
而
未
改
之
処
尚
多
⑨
。

と
あ
り
、
彼
が
布
政
使
の
任
内
⑩
に
発
令
し
た
「
征
解
章
程
」
に
基
く
改
革

が
為
さ
れ
て
い
な
い
州
県
の
多
い
事
を
嘆
き
、
以
下
そ
の
対
策
を
記
し
て
い

る
が
、
そ
こ
で
は
銭
糧
徴
収
は
飽
く
ま
で
も
州
県
官
が
直
接
関
与
す
べ
き

任
務
と
し
て
お
り
、
も
し
郷
紳
に
そ
の
実
権
が
移
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
文

面
上
何
ら
か
の
形
で
郷
紳
へ
の
言
及
が
有
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
様

な
文
章
は
無
く
、
た
だ
書
吏
が
「
劣
紳
」
と
串
同
す
る
事
を
戒
し
め
る
文
章

が
有
る
の
み
で
あ
り
、
従
っ
て
郷
紳
の
仲
介
を
経
る
が
如
き
文
面
は
見
当
ら

な
い
。
こ
の
「
札
示
」
に
拠
れ
ば
、
先
の
改
革
が
果
し
て
ど
こ
ま
で
実
施
さ

れ
た
の
か
、
疑
問
視
さ
れ
て
さ
え
来
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
後
日
の
検

討
を
期
す
る
と
し
て
、
太
平
天
国
期
に
お
け
る
体
制
側
か
ら
す
る
「
改
革
」

が
、
一
定
程
度
成
果
を
収
め
た
に
せ
よ
、
そ
の
改
革
が
佃
農
を
完
全
に
切
り

捨
て
た
も
の
で
あ
っ
た
点
、
抗
糧
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
書
吏
等
の
誅
求
が

必
す
し
も
根
絶
さ
れ
て
は
い
な
い
⑩
と
い
う
点
か
ら
推
し
て
、
太
平
天
国
鎮

圧
以
後
に
在
っ
て
も
、
農
村
に
お
け
る
矛
盾
・
緊
張
に
満
ち
た
対
立
関
係
は

厳
存
し
、
そ
こ
か
ら
発
展
す
る
抗
租
・
抗
糧
闘
争
も
存
在
し
続
け
た
と
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
。

厘
金
問
題
等

次
に
厘
金
収
奪
の
間
題
を
概
観
す
る
。
も
と
よ
り
「
厘
金
」
と
は
咸
豊
三

年
（
1
8
5
3
)
刑
部
侍
郎
雷
以
誠
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
、
湖
南
で
は
同
五
年
、

巡
撫
駱
秉
章
に
よ
っ
て
厘
金
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
⑩
。
厘
金
徴
収
の
目
的
は
太

平
天
国
鎮
圧
の
軍
費
調
達
に
在
っ
た
が
、
湖
南
で
は
特
に
湘
軍
に
対
す
る
軍

費
供
給
の
任
を
負
っ
て
い
た
。
こ
の
為
長
沙
に
「
厘
金
総
局
」
が
設
置
さ
れ
、

省
内
各
地
に
「
分
局
」
が
設
置
さ
れ
た
。
更
に
翌
六
年
、
別
に
「
塩
茶
局
」

を
省
城
に
設
立
し
、
塩
税
と
し
て
一
大
包
銅
銭
七
百
文
、
茶
税
一
箱
銀
四
銭
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五
分
を
抽
収
す
る
事
と
し
た
⑩
。
「
厘
金
局
」
と
「
塩
茶
局
」
の
関
係
は
こ
こ

で
は
詳
細
に
述
べ
得
な
い
が
、
「
塩
茶
局
」
は
そ
の
名
の
如
く
塩
・
茶
に
対
す

る
課
税
を
主
目
的
と
し
、
従
っ
て
分
局
も
局
の
設
置
も
塩
・
茶
の
集
散
・

流
通
の
要
衝
に
設
け
ら
れ
、
付
随
的
に
百
貨
の
厘
金
徴
収
も
行
う
も
の
で
あ

る
⑩
。
一
方
「
厘
金
局
」
は
、
そ
の
課
税
対
象
が
百
貨
全
般
に
亘
る
も
の
で
は

あ
っ
た
が
、
又
塩
・
茶
に
対
す
る
税
徴
収
も
行
っ
て
い
る
⑨
。
従
っ
て
省
城
に

「
厘
金
総
局
」
「
塩
茶
局
」
が
設
置
さ
れ
、
茶
の
集
散
地
湘
潭
に
は
「
厘
金
局
」

と
「
塩
茶
分
局
」
が
併
置
さ
れ
、
そ
の
他
の
地
に
は
、
両
著
の
徴
収
所
が
重

複
を
避
け
て
配
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
全
湖
南
に
厘
金
・
塩
茶
税
徴

収
の
網
の
目
が
張
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
両
局
は
同
治
四

年
(
1
8
6
5
)
に
、
巡
撫
李
瀚
章
に
よ
っ
て
「
厘
金
局
」
に
統
合
さ
れ
る
。
か

か
る
二
局
に
よ
る
厘
金
・
塩
茶
税
徴
収
に
加
え
、
咸
豊
十
年
（
1
8
6
0
)
に
両

江
総
督
曽
国
藩
の
要
請
に
よ
り
、
「
東
征
餉
局
」
(
「
東
征
局
」
と
略
称
)
が

設
け
ら
れ
、
厘
金
の
五
割
の
税
を
徴
収
す
る
と
い
う
増
徴
が
行
な
わ
れ
る
事

と
な
る
⑥
。
こ
の
新
た
な
「
東
征
局
」
の
設
置
に
よ
る
「
半
厘
」
徴
収
の
目
的

は
、
皖
南
・
北
で
活
動
す
る
湘
軍
へ
の
軍
費
供
給
で
あ
り
⑩
、
増
募
し
た
湘
軍

の
為
の
軍
費
獲
得
で
あ
っ
た
。

か
か
る
厘
金
の
徴
収
は
太
平
天
国
鎮
圧
の
後
に
在
っ
て
も
、
甘
粛
に
お
け

る
回
民
の
反
乱
平
定
の
軍
事
費
獲
得
と
し
て
継
続
さ
れ
る
。
そ
し
て
更
に
。

俟
朧
省
軍
務
粛
清
、
再
行
停
止
⑩
。

と
し
な
が
ら
、
次
に
起
っ
た
貴
州
省
に
お
け
る
苗
族
の
反
乱
を
鎮
圧
す
る
軍

事
費
捻
出
と
し
て
継
続
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
湖
南
省
は
十
八
世
紀

五
十
年
代
以
降
、
太
平
天
国
の
乱
、
回
族
・
苗
族
等
の
反
乱
平
定
の
軍
事
費

を
供
給
す
る
任
務
を
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
湖
南
省
民
に
対
す
る
苛
酷
な
収
奪
に
対
し
て
、
朝
廷
は
滑
吏
奸
皆

に
よ
る
厘
金
徴
収
に
よ
り
、
「
窮
民
受
累
実
深
⑩
」
と
述
べ
、
そ
の
調
査
と
改

善
を
求
め
た
の
に
対
し
て
、
巡
撫
毛
鴻
賓
は
、

自
咸
豊
五
六
両
年
、
先
後
設
立
厘
金
塩
茶
局
、
助
餉
積
成
矩
款
、
而
農
安

於
野
、
士
安
於
家
、
商
賣
亦
相
安
於
市
、
百
物
価
値
、
初
未
騰
貴
、
民
間

無
所
謂
病
也
⑤
。

と
覆
奏
し
、
何
ら
の
弊
害
も
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
同
治
三
年
以
後
、

陝
甘
総
督
等
が
「
東
征
局
」
を
「
西
征
局
」
に
改
組
し
、
自
ら
の
軍
餉
供
給

の
確
保
を
図
っ
た
⑩
際
に
、
「
東
征
局
」
の
生
み
の
親
で
あ
る
曽
国
藩
は
、

国
藩
以
東
征
局
創
設
之
始
、
商
民
頗
有
違
言
⑩

と
述
べ
て
お
り
、
湘
潭
県
で
は
、

同
治
二
年
、
商
民
以
厘
金
局
員
刻
覈
過
甚
、
罷
市
三
日
⑩

と
記
さ
れ
る
如
く
、
商
民
の
反
対
や
「
罷
市
」
の
事
態
が
起
っ
て
お
り
、
毛

鴻
賓
の
言
は
事
実
を
隠
蔽
す
る
も
の
と
言
え
る
。
茶
業
に
例
を
取
れ
ば
、
流

通
過
程
に
お
け
る
徴
収
が
結
局
は
直
接
生
産
著
「
山
戸
」
に
転
嫁
さ
れ
た
だ

け
で
な
く
、
「
山
戸
」
に
対
す
る
徴
税
も
存
在
し
て
お
り
、
彼
ら
の
零
細
小
経

営
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
か
か
る
収
奪
に
対
す
る
抵
抗
と
し

て
の
反
厘
捐
闘
争
が
惹
起
す
る
事
と
な
る
。
即
ち
同
治
十
年
(
1
8
7
1
)
龍
陽

(
現
在
の
漢
寿
県
)
益
陽
両
県
に
起
っ
た
哥
老
会
指
導
下
の
闘
争
は
、
益
陽

県
の
県
衙
・
監
獄
の
襲
撃
と
共
に
、
厘
金
局
も
焼
き
打
ち
の
対
象
と
さ
れ
た

と
言
う
⑩
。
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
に
過
ぎ
ず
、
当
時
の
湖
南
で
は
、
後
述
の
哥

老
会
の
活
動
が
活
発
で
あ
り
、
各
地
で
反
抗
闘
争
を
展
開
し
て
い
た
が
、
そ

の
闘
争
目
標
の
一
つ
と
し
て
、
厘
金
局
に
そ
の
鋒
先
が
向
け
ら
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
か
く
し
て
厘
金
は
太
平
天
国
を
始
め
と
す
る
反
権
力
闘
争
を
鎮

圧
す
る
軍
費
調
達
を
目
的
と
し
て
存
続
す
る
が
、
そ
の
膝
下
に
お
い
て
抗
租
・

抗
糧
に
加
え
て
、
新
た
な
闘
争
の
要
因
を
提
供
す
る
事
に
な
っ
た
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。

更
に
こ
の
時
期
の
民
衆
闘
争
に
は
、
反
帝
運
動
の
一
環
と
し
て
展
開
さ
れ
三
七

32



た
仇
教
闘
争
が
有
る
。
湖
南
に
お
け
る
仇
教
闘
争
は
、
同
治
二
年
に
長
沙
・

湘
潭
・
衡
陽
等
に
お
い
て
、
天
主
教
教
会
堂
の
焼
燬
事
件
等
が
起
っ
て
お
り
、

又
光
緒
年
間
に
は
有
名
な
守
旧
派
官
紳
周
漢
の
反
教
活
動
や
、
哥
老
会
指
導

下
の
仇
教
闘
争
が
展
開
し
て
い
る
。
⑤
。
こ
れ
ら
の
仇
教
闘
争
の
評
価
等
は
省
略

す
る
が
、
と
も
か
く
太
平
天
国
期
に
行
な
わ
れ
た
支
配
体
制
の
再
編
成
に
よ

り
、
郷
紳
を
中
心
と
す
る
強
力
な
支
配
を
可
能
に
し
た
か
に
見
え
た
湖
南
に

在
っ
て
も
、
以
上
の
如
き
民
衆
の
諸
闘
争
が
現
実
に
展
開
し
て
お
り
、
郷
紳

の
安
定
し
た
地
方
支
配
は
確
立
し
得
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

同
治
十
年
、
御
史
張
は
、

今
日
之
湖
南
、
即
広
西
之
故
轍
也
、
六
年
有
益
陽
之
変
、
九
年
有
湘
潭
湘

彦

郷
瀏
陽
益
陽
醴
陵
道
州
之
変
、
今
年
亦
有
益
陽
龍
陽
之
変
、
其
余
聚
衆

奪
、
未
経
具
奏
、
不
一
而
足
、
其
勢
蓋
囂
然
矣
⑩
。

克

と
各
地
に
民
衆
の
闘
争
が
激
起
し
て
い
た
事
を
報
告
し
て
い
る
・
と
り
わ
け

黒

同
治
十
年
の
益
陽
・
龍
陽
の
事
件
で
は
、
事
件
の
主
体
が
「
会
匪
」
で
あ
り
、

/

一
説
に
は
彼
ら
の
中
に
「
天
王
・
東
王
・
西
王
・
南
王
・
北
王
」
の
名
号
が

目

有
り
、
更
に
「
洪
秀
泉
」
の
「
偽
記
」
を
使
用
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
、
恰

か
も
太
平
天
国
の
再
興
か
と
体
制
側
を
驚
愕
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
⑩
。
こ
こ

に
言
う
「
会
匪
」
と
は
具
体
的
に
は
哥
老
会
を
指
し
、
そ
の
首
領
の
一
人
劉

道
美
の
指
導
下
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
諸
闘
争
の
背
後
に
会

党
勢
力
＝
哥
老
会
の
影
響
・
指
導
が
有
っ
た
事
は
推
測
に
難
く
な
い
。
従
っ

て
体
制
の
安
定
、
秩
序
の
回
復
・
維
持
を
図
る
地
方
官
・
郷
紳
に
と
っ
て
は
、

こ
の
会
党
勢
力
の
弾
圧
・
粛
清
が
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
。
か
か
る
体
制
を

動
揺
・
攪
乱
せ
し
め
る
勢
力
に
対
す
る
弾
圧
・
取
締
り
の
有
効
な
る
施
策
と

し
て
、
再
た
び
三
た
び
注
目
さ
れ
、
そ
の
力
行
が
叫
ば
れ
た
の
が
保
甲
制
で

あ
っ
た
。

三

保
甲
施
行
令
の
発
布

太
平
天
国
平
定
後
、
保
甲
制
の
有
効
な
実
施
に
よ
り
、
民
衆
を
統
制
下
に

置
く
事
が
必
須
と
し
て
痛
感
さ
れ
、
同
治
四
年
五
月
に
歩
軍
統
領
衛
門
の
奏

請
を
受
け
、
首
都
に
お
け
る
保
甲
制
の
再
点
検
・
整
備
を
命
じ
⑩
、
同
月
御
史

夏
献
馨
の
上
奏
に
よ
り
、
通
省
督
撫
に
対
し
て
、
保
甲
制
の
施
行
を
命
じ
て

い
る
⑩
。
こ
の
命
を
受
け
、
各
地
で
い
か
に
実
施
さ
れ
た
か
、
そ
の
実
相
を
明

ら
か
に
し
得
な
い
が
、
六
年
後
、
御
史
張
景
青
の
上
奏
と
そ
れ
を
承
け
て
出

さ
れ
た
上
諭
に
見
ら
れ
る
如
く
、
保
甲
制
が
現
実
に
機
能
し
て
い
な
か
っ
た

事
を
窺
わ
せ
る
。
即
ち
民
生
の
安
定
を
図
る
べ
く
各
省
大
更
に
民
衆
の
撫
性

に
努
め
る
様
諭
し
た
が
、
現
実
に
は
乱
源
は
清
浄
さ
れ
ず
、
「
遊
民
」
が
事
端

を
醸
成
す
る
恐
れ
が
有
る
と
述
べ
た
上
で
、

張
景
青
所
陳
、
青
成
各
州
県
力
行
保
甲
、
招
墾
荒
地
、
籍
以
息
盗
安
民
、

不
為
無
見
、
著
各
直
省
督
撫
、
体
察
該
省
情
形
、
実
力
興
辨
、
不
得
有
名

無
実
⑤
。

と
あ
る
様
に
、
張
景
青
の
要
請
を
是
認
し
、
各
省
督
撫
に
対
し
、
該
地
の
実

情
に
照
し
て
保
甲
制
の
実
施
に
努
め
、
有
名
無
実
に
帰
す
る
事
を
戒
し
め
、

改
め
て
保
甲
制
の
施
行
を
厳
命
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
上
奏
及
び
上
諭
で
強

調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
遊
民
」
と
表
現
さ
れ
る
体
制
よ
り
析
出
し
て
来
た
民

衆
―
-
実
態
は
失
業
し
た
農
民
・
手
工
業
著
・
交
通
運
輸
等
労
働
著
・
散
勇

で
あ
る
―
を
体
制
内
に
包
摂
し
、
「
招
墾
」
に
よ
り
一
定
の
地
に
定
住
さ
せ
、

彼
ら
を
日
常
的
に
監
視
・
統
制
す
る
為
に
保
甲
制
を
実
施
す
る
と
い
う
点
で

あ
っ
た
。

こ
の
上
諭
を
承
け
、
各
省
督
撫
は
そ
の
状
況
に
応
じ
、
各
々
に
対
応
し
た

事
で
あ
ろ
う
。
浙
江
省
で
は
、
巡
撫
楊
昌
濬
の
命
令
下
、
施
行
に
取
り
か
か

っ
た
が
、
逆
に
騒
擾
を
惹
起
す
る
と
い
う
事
態
も
起
っ
て
い
る
⑩
。
湖
南
に
お
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太平天国以後の保甲制について

い
て
も
湖
広
総
督
李
瀚
章
・
湖
南
巡
撫
王
文
詔
の
命
の
下
で
保
甲
制
の
施
行

に
着
手
す
る
事
と
な
る
。

同
治
十
年
（
1
8
7
1
)
十
二
月
一
日
、
総
督
李
瀚
章
は
湖
南
に
お
い
て
保
甲

制
を
清
査
し
つ
つ
あ
る
事
を
報
告
す
る
と
共
に
、
雜
た
な
施
策
の
提
案
を
行

い
、
そ
の
裁
可
を
仰
い
で
い
る
⑩
。
即
ち
一
つ
は
省
城
に
「
保
甲
総
局
」
を
設

立
し
、
各
州
県
と
の
連
絡
指
導
の
体
制
を
確
立
す
る
と
い
う
策
で
あ
る
。
こ

れ
は
従
来
の
保
甲
制
が
州
県
各
々
に
実
施
さ
れ
た
が
、
特
に
省
城
よ
り
遠
隔

の
州
県
と
省
当
局
と
の
連
絡
指
導
が
不
十
分
で
あ
り
、
従
っ
て
監
視
も
十
分

に
為
し
難
く
、
為
に
「
始
動
終
怠
」
と
い
う
事
態
を
招
い
た
、
と
い
う
反
省

の
下
に
、
湖
南
に
お
け
る
保
甲
制
の
言
わ
ば
総
元
締
と
し
て
の
「
保
甲
総
局
」

と
い
う
機
関
を
省
城
に
設
置
し
、
こ
こ
に
お
い
て
湖
南
全
省
の
保
甲
制
施
行

を
指
導
・
監
督
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
湖
南
全
体
の
保
甲

制
実
施
の
責
任
者
と
し
て
按
察
使
を
充
て
る
事
を
提
案
し
て
い
る
⑩
。
従
来
の

保
甲
制
で
は
、
督
撫
の
命
令
の
下
で
、
各
州
県
官
が
各
個
に
施
行
す
る
と
い

う
形
態
、
即
ち
指
導
・
報
告
等
の
関
係
は
督
撫
と
各
州
県
と
の
間
で
行
な
わ

れ
て
い
た
が
、
よ
り
緊
密
な
指
導
・
監
視
の
為
に
、
督
撫
の
下
で
警
察
行
政

を
担
当
す
る
按
察
使
に
そ
の
責
を
負
わ
し
め
、
よ
り
緻
密
な
指
導
等
と
責
任

体
制
の
明
確
化
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
更
に
第
三
に
軍
隊

を
省
内
要
処
に
分
駐
さ
せ
、
「
兵
威
」
に
よ
る
弾
圧
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い

以
上
三
点
を
主
な
内
容
と
す
る
上
奏
に
対
し
て
、
同
年
十
二
月
十
四
目
に

上
諭
が
下
さ
れ
、
彼
の
提
案
に
対
し
て
、
「
所
均
属
周
妥
」
と
し
て
批
准
さ

れ
た
⑩
。
こ
れ
を
承
け
て
翌
十
一
年
正
月
五
日
、
総
督
李
・
巡
撫
王
の
連
名
で

布
按
両
便
に
対
す
る
命
令
が
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
。

遵
査
、
保
甲
為
司
専
政
、
而
藩
司
係
通
省
吏
治
総
、
所
有
一
切
稽
査

考
核
、
応
由
司
、
会
同
藩
司
辨
理
、
以
昭
周
密
⑩
。

と
述
べ
、
布
按
両
便
の
保
甲
制
へ
の
関
与
の
論
拠
付
け
を
行
い
、
会
同
し
て

辨
理
す
べ
き
事
と
し
、
両
便
に
対
し
て
、
章
程
・
条
約
の
定
議
を
命
じ
て
い

る
。か
く
し
て
布
按
両
便
は
保
甲
制
施
行
策
を
検
討
し
た
後
、
二
月
十
七
日
に

「
保
甲
総
局
」
を
開
設
し
た
い
旨
要
請
し
、
同
月
督
撫
の
許
諾
を
得
、
湖
南

全
省
へ
の
保
甲
制
の
実
施
に
取
り
か
か
る
事
と
な
る
⑩
。

四

保
甲
制
の
内
容
と
そ
の
特
徴

剛

「
保
甲
総
局
」
の
設
置

さ
て
同
治
十
一
年
(
1
8
7
2
)
二
月
十
七
日
に
開
設
す
る
事
と
な
っ
た
「
保

甲
総
局
」
は
、
そ
の
目
的
は
先
述
の
様
に
、
湖
南
全
省
で
の
保
甲
制
施
行
の

指
導
・
監
督
の
専
門
的
な
機
関
と
し
て
位
置
付
け
、
こ
こ
に
専
任
著
を
配
し
、

日
常
的
且
つ
恒
常
的
な
保
甲
制
の
実
施
に
当
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
点
で
は
従
来
の
総
督
・
巡
撫
に
よ
る
指
導
・
監
督
は
、
各
々
に
繁
多
な
職

掌
を
持
つ
存
在
で
あ
り
、
片
干
間
に
な
り
勝
ち
で
あ
っ
た
為
、
長
期
に
亘
っ

て
継
続
し
得
す
、
中
途
に
お
い
て
有
名
無
実
に
陥
る
と
い
う
苦
い
反
省
の
上

に
立
っ
て
の
一
つ
の
改
善
策
で
あ
り
、
前
進
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

「
保
甲
総
局
」
の
人
的
構
成
を
見
る
と
、
職
掌
と
直
接
に
関
連
を
持
つ
按

察
使
と
、
吏
治
と
い
う
側
面
か
ら
布
政
使
が
共
々
に
「
総
理
」
と
な
り
、
長

沙
知
府
が
「
提
調
官
」
に
な
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
長
沙
知
府
は
、

公
事
頗
繁
、
勢
難
常
在
局
中
辨
事
⑩
。

と
い
う
理
由
か
ら
、
候
補
直
隷
州
知
州
荘
良
を
「
代
理
提
調
官
」
と
し
、

更
に
候
補
知
県
黄
教
鎔
を
「
文
案
官
」
に
、
長
沙
・
善
化
両
県
知
県
を
「
承

辨
官
」
に
任
命
し
て
い
る
。
そ
し
て
湖
南
に
お
け
る
保
甲
制
施
行
の
実
務
責

任
者
と
し
て
在
籍
湖
北
補
用
知
府
黄
式
度
を
「
坐
局
務
」
と
し
て
専
任
せ

し
め
、
在
籍
戸
部
主
事
畢
大
珠
に
「
幇
」
せ
し
め
る
事
と
し
て
い
る
。
更三
九
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彦克目

に
必
要
に
応
じ
ス
タ
ッ
フ
を
随
時
に
増
減
す
る
と
し
て
い
る
が
、
当
面
は
「
五

員
五
紳
」
に
よ
っ
て
理
す
る
と
し
て
い
る
⑩
。
こ
の
「
五
員
五
紳
」
と
は
、

五
員
が
布
按
両
便
、
長
沙
知
府
、
長
沙
・
善
化
両
知
県
を
指
す
が
、
五
紳
に

つ
い
て
は
前
記
の
四
名
が
史
料
に
記
載
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
他
の
一
紳
は

不
詳
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
以
上
の
如
き
「
保
甲
総
局
」
の
ス
タ
ッ
フ
は
官
・

紳
合
同
の
体
制
を
取
っ
て
い
る
が
、
官
側
に
在
っ
て
は
各
々
に
本
来
の
任
務

を
持
つ
存
在
で
あ
り
、
実
務
は
全
て
紳
側
か
担
当
す
る
事
と
な
っ
た
で
あ
ろ

う
。
「
坐
辨
局
務
」
の
黄
式
度
と
「
幇
」
の
早
大
珠
は
共
に
「
在
籍
」
の
郷

紳
で
あ
り
、
恐
ら
く
掲
納
に
よ
っ
て
「
湖
北
補
用
知
府
」
「
戸
部
主
事
」
を
獲

得
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
省
段
階
に
設
け
ら
れ
た
「
保
甲
総
局
」

は
、
組
織
上
は
官
紳
合
同
の
体
制
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
か
か

る
郷
紳
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
「
保
甲
総
局
」
設
置
に
伴
う
財
政
措
置
に
つ
い
て
見
る
と
、

所
有
代
提
調
官
以
下
各
官
紳
薪
水
、
以
及
設
局
屋
租
、
添
置
器
物
、
並

応
用
紙
張
飯
食
等
項
経
費
、
擬
向
軍
需
局
、
随
時
支
用
、
按
月
一
結
⑥
。

と
記
さ
れ
、
「
総
局
」
に
関
係
す
る
官
紳
の
俸
酬
及
び
そ
の
維
持
運
営
に
要
す

る
諸
経
費
は
、
「
軍
需
局
」
よ
り
随
時
支
出
し
、
月
単
位
に
決
算
す
る
事
と
し

て
い
る
。
こ
の
「
軍
需
局
」
と
は
、

査
湖
南
自
咸
豊
二
年
以
来
、
於
藩
司
署
内
、
設
立
指
輪
局
軍
需
局
図
。

と
あ
り
、
又

如
撥
軍
餉
、
亦
由
藩
庫
開
支
、
由
軍
需
局
領
発
図
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
更
に
、

所
獲
厘
税
銀
銭
、
按
月
榜
示
通
衢
、
以
昭
清
白
、
随
解
省
城
総
局
弾
収
、

由
省
局
撥
解
藩
庫
軍
需
局
、
支
応
軍
餉
。

と
記
さ
れ
る
様
に
、
咸
豊
二
年
に
布
政
使
司
に
設
け
ら
れ
、
省
城
の
「
厘
金

総
局
」
に
集
中
さ
れ
る
厘
金
は
布
政
使
庫
を
経
て
「
軍
需
局
」
に
送
ら
れ
、

四
〇

こ
こ
か
ら
軍
餉
と
し
て
支
出
す
る
形
態
を
取
っ
て
い
た
事
が
知
ら
れ
、
従
っ

て
「
厘
金
総
局
」
「
捐
輸
局
」
等
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
た
資
金
は
、
藩
庫
に
集

中
さ
れ
、
「
軍
需
局
」
は
藩
庫
よ
り
所
要
額
を
受
領
し
支
出
す
る
機
関
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
、
そ
し
て
「
保
甲
総
局
」
の
経
費
も
厘
金
等
の
新
税
に
よ

っ
て
賄
な
わ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

か
く
し
て
「
保
甲
総
局
」
の
経
費
は
、
公
的
機
関
か
ら
の
支
出
と
し
て
裏

付
け
ら
れ
、
民
間
よ
り
の
派
徴
や
官
の
捐
備
に
期
待
す
る
と
い
う
形
を
取
っ

て
い
な
い
と
い
う
点
で
も
、
保
甲
制
の
恒
久
化
へ
向
け
て
の
一
歩
前
進
と
評

価
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
く
、
以
前
の
保
甲
制
の
繰
返
し
生
す
る
廃
弛
に
対
す
る
反
省
か

ら
、
専
門
機
関
と
し
て
の
「
保
甲
総
局
」
を
設
置
し
、
専
任
著
を
配
置
し
、

一
応
財
政
措
置
を
取
っ
て
発
足
す
る
事
と
な
る
。

閃

「
総
首
」
の
選
任

「
保
甲
総
局
」
の
「
坐
局
務
」
と
な
っ
た
黄
式
度
は
、
「
飭
辨
湖
南
保
甲

簡
明
章
程
十
二
條
」
を
作
成
し
、
各
州
県
に
頒
発
し
、
保
甲
制
施
行
を
指
令

し
た
。
こ
の
「
章
程
」
は
「
光
緒
善
化
県
志
」
に
、
「
善
後
保
甲
簡
明
章
程
」

九
條
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
⑩
が
、
「
湖
南
全
省
保
甲
章
程
」
に
全
文
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
九
條
ま
で
が
保
甲
編
成
の
方
法
、
冊
籍
整
備
等
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。

先
ず
第
一
條
に
お
い
て
、
こ
の
「
章
程
」
が
督
撫
の
批
准
を
得
て
お
り
遵

守
す
べ
き
事
を
強
調
し
た
後
に
、
牌
甲
編
成
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
先
ず
城
内
及
び
郷
に
お
い
て
「
地
段
」
の
画
定
を
行
う
。
こ
の

地
段
は
城
内
に
在
っ
て
は
坊
又
は
鋪
を
、
郷
に
在
っ
て
は
里
・
甲
・
図
・
社

を
単
位
と
し
て
区
画
す
る
と
し
て
い
る
⑩
。
従
っ
て
こ
の
区
画
決
定
は
、
既
存

の
市
街
や
聚
落
を
基
盤
と
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
区
画
さ
れ
た

地
段
内
に
お
い
て
、
「
公
正
廉
明
、
衆
所
信
服
之
紳
耆
」
数
人
を
「
総
首
」
に
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選
任
し
、
彼
等
に
対
し
て
は
礼
遇
を
与
え
、
管
轄
内
の
保
甲
制
施
行
の
責
任

を
持
た
せ
る
と
し
て
い
る
⑥
。
彼
等
「
総
首
」
が
管
轄
す
る
一
地
段
内
の
戸
数

が
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
の
か
、
「
章
程
」
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
。

編
法
、
応
自
一
牌
、
逓
至
十
牌
二
三
十
牌
、
由
近
及
遠
、
依
次
順
編
⑩
。

と
い
う
記
載
か
ら
推
測
し
、
十
戸
で
一
牌
を
編
成
し
て
い
る
所
か
ら
、
多
く

と
も
二
三
亘
戸
程
度
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
複
数
の
「
総

首
」
が
二
三
亘
戸
を
単
位
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
彼
等

の
任
務
分
担
が
管
轄
戸
を
分
割
し
て
責
任
範
囲
と
し
て
い
た
の
か
、
或
い
は

職
掌
上
の
分
担
を
行
っ
て
い
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
比
較
的
狭
い
範
囲

に
複
数
の
統
轄
者
を
配
す
る
事
に
よ
っ
て
、
よ
り
緻
密
な
統
制
・
監
視
網
を

組
織
す
る
事
も
可
能
で
あ
っ
た
が
、
他
面
で
複
数
な
る
が
故
に
責
任
の
所
在

が
不
明
確
に
な
る
事
も
懸
念
さ
れ
よ
う
。

さ
て
次
に
牌
甲
の
編
成
と
牌
冊
作
成
の
中
で
の
「
総
首
」
の
任
務
に
つ
い

て
見
る
。
「
総
首
」
選
任
の
後
、
各
地
段
内
の
戸
数
調
査
が
行
な
わ
れ
、
十
戸

一
牌
を
原
則
と
し
て
編
成
し
、
牌
内
の
「
明
白
暁
事
、
有
功
名
有
家
計
著
」

を
「
牌
首
」
に
充
て
る
と
し
て
い
る
⑥
。
従
っ
て
「
牌
首
」
は
「
総
首
」
の
如

く
明
白
に
郷
紳
の
就
任
を
規
定
し
て
い
な
い
が
、
「
有
功
名
有
家
計
著
」
と
述

ぺ
て
お
り
、
十
戸
内
の
比
較
的
有
力
著
が
充
て
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
調

査
編
成
の
作
業
に
は
地
保
の
協
力
が
規
定
さ
れ
て
い
る
⑩
。
牌
の
編
成
後
、
各

戸
の
「
門
牌
」
「
十
家
牌
」
「
循
環
正
冊
」
「
循
環
男
冊
」
の
作
成
が
行
な
わ
れ

る
(
後
述
)
。
こ
れ
ら
の
牌
冊
は
一
且
「
総
首
」
の
下
に
集
中
さ
れ
、
「
総
首
」

よ
り
官
へ
送
り
「
鈴
印
」
を
受
け
、
「
循
正
冊
」
「
循
男
冊
」
は
官
に
存
置
し
。

「
環
正
冊
」
「
環
男
冊
」
は
{
総
首
}
が
領
置
し
、
「
門
牌
」
「
十
家
牌
」
を
当

該
戸
・
「
牌
首
」
に
分
給
す
る
。
こ
の
過
程
で
の
「
総
首
」
の
役
割
は
も
と

よ
り
牌
冊
の
速
か
な
る
作
成
の
督
促
と
官
よ
り
の
承
認
を
受
け
、
受
領
し
た

「
門
牌
」
等
の
遺
漏
な
き
分
給
で
あ
る
。
そ
の
後
毎
年
三
・
六
・
九
・
十
二

月
の
初
に
、
こ
の
間
の
戸
目
の
増
減
遷
移
を
添
註
塗
改
し
た
「
環
冊
」
を
官

に
呈
出
し
「
循
冊
」
と
交
換
す
る
任
＝
「
換
冊
」
が
有
る
。
又
こ
の
折
に
、

「
並
無
会
匪
切
結
」
と
い
う
宣
誓
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
⑩
。
こ
の

三
ヵ
月
に
一
度
の
「
換
冊
」
及
び
「
切
結
」
の
提
出
が
、
「
総
首
」
に
課
せ
ら

れ
た
最
大
の
任
務
と
言
え
る
。
即
ち
戸
口
変
動
に
伴
う
牌
冊
の
改
註
は
と
も

か
く
、
「
切
結
」
呈
出
の
前
提
に
は
、
日
常
的
な
管
内
人
戸
の
動
静
に
対
す
る

監
視
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
「
総
首
」
は
後
述
す
る
「
待
査
」

戸
二
自
新
」
戸
と
称
さ
れ
る
要
警
戒
戸
の
監
視
の
任
、
「
牌
首
」
よ
り
告
発

さ
れ
た
「
不
法
之
戸
」
に
対
す
る
処
置
等
々
の
任
が
有
る
。
こ
れ
ら
の
任
は

従
来
の
保
甲
制
に
お
け
る
保
正
・
郷
耆
等
と
称
さ
れ
る
民
間
で
の
上
級
統
轄

著
の
任
務
と
同
内
容
で
あ
る
と
言
え
る
。
但
し
特
徴
と
し
て
は
、
こ
の
「
総

首
」
に
就
任
す
る
著
の
要
件
を
明
確
に
「
紳
耆
」
=
郷
紳
と
規
定
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
の
事
は
先
の
「
保
甲
総
局
」
の
実
務
担
当
者
が
郷
紳
で
あ
っ

た
と
い
う
事
と
関
連
し
て
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

も
と
よ
り
既
に
乾
隆
期
よ
り
、
郷
紳
が
一
般
民
戸
と
一
様
に
保
甲
制
内
に

編
入
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
お
り
⑩
、
次
第
に
保
甲
制
内
に
お
け
る
郷
紳
の
役
割

=
指
導
性
を
強
め
て
い
く
の
は
、
保
甲
制
本
来
の
目
的
と
社
会
情
勢
の
変
動

発
展
と
の
関
連
か
ら
、
必
然
的
に
要
請
さ
れ
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
既
に
嘉

慶
年
間
に
在
っ
て
、
郷
紳
が
保
甲
制
の
運
営
に
関
与
し
て
い
た
事
を
明
ら
か

に
し
た
⑩
が
、
同
治
末
の
湖
南
に
お
け
る
保
甲
割
に
在
っ
て
も
、
「
総
首
」
や

「
保
甲
総
局
」
の
実
務
担
当
者
に
郷
紳
が
就
任
す
る
と
い
う
事
は
、
湖
南
の

保
甲
制
が
事
実
上
郷
紳
に
よ
っ
て
施
行
・
運
営
さ
れ
。
官
は
こ
れ
を
監
督
す

る
立
場
に
位
置
す
る
事
に
な
っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
も
と

よ
り
州
県
官
は
当
該
州
県
の
保
甲
制
実
施
に
責
を
負
う
が
、
彼
ら
は
省
の
「
総

局
」
の
指
導
監
督
を
受
け
る
存
在
で
あ
る
。
更
に
進
め
ば
省
に
「
保
甲
総
局
」

が
設
置
さ
れ
た
事
を
承
け
、
州
県
に
「
保
甲
局
」
が
置
か
れ
、
そ
の
実
質
的
四
一
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運
営
が
「
総
局
」
同
様
、
郷
紳
に
委
任
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
至
る
事
が
予

測
さ
れ
る
。
し
か
し
黄
式
度
の
「
章
程
」
に
は
「
保
甲
局
」
は
一
切
登
場
せ

す
、
州
県
で
の
施
行
者
は
相
変
ら
す
州
県
官
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
一
歩
前

の
段
階
の
形
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
郷
紳
の
地
方
政
治
へ
の
関
与
は

保
甲
制
の
局
面
だ
け
で
な
く
、
「
厘
金
総
局
」
の
運
営
、
団
練
・
社
倉
等
は
、

何
れ
も
実
質
的
に
は
郷
紳
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
事

は
と
り
も
な
お
さ
す
官
憲
力
の
弱
化
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
体
制
の
維
持
安

定
化
、
そ
の
中
で
既
得
の
立
場
・
利
益
を
保
持
せ
ん
と
す
る
郷
紳
の
強
力
な

援
助
な
し
に
は
、
も
は
や
清
朝
権
力
の
地
方
支
配
は
貫
徹
し
得
な
く
な
っ
て

い
た
事
を
示
す
証
左
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
又
情
勢
の
発
展
と
共
に
、

ま
す
ま
す
か
か
る
「
官
紳
合
同
」
が
進
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

倒

「
門
牌
」
の
作
成

次
に
「
門
牌
」
の
作
成
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
見
る
。
「
門
牌
」
の
形
式
・

記
載
内
容
は
時
代
・
地
域
に
よ
っ
て
繁
簡
の
差
が
有
る
が
、
基
本
的
性
格
は

当
該
戸
の
成
員
・
生
業
の
明
示
が
中
心
で
あ
る
。
湖
南
の
保
甲
制
に
お
け
る

「
門
牌
」
に
お
い
て
も
、
当
該
戸
の
家
長
の
姓
名
・
年
令
・
籍
貫
・
住
所
・

生
業
・
同
居
の
家
族
数
、
及
び
別
居
の
家
族
員
の
姓
名
・
続
柄
・
居
住
地
・

生
業
を
記
載
す
る
事
と
し
て
お
り
、
か
な
り
詳
細
な
記
載
を
求
め
て
い
る
。

か
か
る
記
載
は
従
前
の
も
の
と
変
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
'
の
特
徴
は
、
「
門
牌
」

上
に
当
該
戸
の
貧
富
状
況
を
記
載
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
即
ち
、

昔
未
子
既
建
社
倉
、
乃
立
保
甲
法
、
以
便
稽
査
、
而
時
接
済
、
今
行
保
甲
、

即
将
大
小
丁
口
開
明
、
則
其
家
之
貧
富
、
亦
応
査
明
開
載
。

と
述
べ
、
北
宋
の
未
熹
が
行
っ
た
社
倉
と
保
甲
の
併
用
に
倣
い
、
各
戸
の
貧

富
状
況
を
「
門
牌
」
に
記
載
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、

如
赤
貧
之
家
、
既
無
産
業
、
又
不
能
自
食
其
力
、
是
為
下
次
戸
、
又
有
雖

無
産
業
、
尚
能
自
食
其
力
、
是
為
又
次
戸
、
又
有
梢
有
資
本
、
勉
営
貿
易
、

四
二

梢
有
産
業
、
勉
資
事
畜
、
是
為
中
次
戸
、
若
不
次
之
戸
、
産
業
多
資
本
足
、

不
願
開
載
著
、
即
不
必
開
載
之
。

と
記
し
、
各
戸
の
貧
富
の
度
合
に
よ
り
、
下
次
戸
・
又
次
戸
・
中
次
戸
・
不

次
戸
の
四
等
級
に
分
類
し
て
註
記
す
る
事
と
し
て
い
る
。
但
し
最
上
級
の
不

次
戸
に
つ
い
て
は
、
本
戸
の
意
志
に
よ
り
記
載
し
な
く
て
も
可
と
し
て
い
る
。

所
が
こ
の
件
に
つ
い
て
、
臨
湘
県
知
県
よ
り
一
つ
'
の
提
案
が
為
さ
れ
た
。
即

ち
、援
防
捐
局
内
、
有
閭
閻
貧
富
、
於
編
査
保
甲
時
、
可
知
底
蘊
、
即
乗
便

捐
、
洵
為
一
挙
両
得
⑩
。

と
あ
る
様
に
、
保
甲
編
査
に
際
し
て
行
う
貧
富
状
況
の
調
査
を
よ
り
詳
細
に

行
い
、
指
輪
徴
収
に
も
利
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
黄
式
度
は
、

不
知
捐
輸
與
保
甲
、
各
自
一
事
、
両
不
相
渉
、
若
如
所
稟
、
実
與
本
局

理
保
甲
、
先
在
不
擾
本
意
、
大
相
悖
謬
。

と
述
べ
て
こ
の
提
案
を
却
下
し
て
い
る
。
そ
し
て
州
県
官
の
か
か
る
「
誤
会
」

を
封
す
る
為
に
、
「
下
次
戸
」
の
み
を
註
記
す
る
様
に
変
更
す
る
事
と
な
る
。

こ
の
経
緯
の
中
に
当
時
の
州
県
官
の
保
甲
制
に
対
す
る
態
度
の
一
端
を
窺
い

知
る
事
が
出
来
る
。
即
ち
地
方
支
配
の
一
線
に
在
る
州
県
官
に
と
っ
て
は
、

輻
輳
し
繁
雑
化
す
る
諸
任
務
の
可
能
な
限
り
の
統
合
合
理
化
に
よ
っ
て
、
そ

の
軽
減
を
図
ろ
う
と
す
る
考
え
か
ら
、
保
甲
と
捐
輸
の
統
合
を
考
え
た
と
思

わ
れ
る
。
か
か
る
意
図
は
臨
湘
知
県
の
み
の
も
の
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

黄
式
度
は
、

恐
各
該
牧
令
亦
有
誤
会
、
辨
理
不
能
盡
善
、
胎
誤
正
匪
浅
鮮
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
様
な
新
た
な
任
務
を
既
成
の
任
務
と
可
能
な
限
り
結

合
さ
せ
て
、
任
務
の
軽
減
を
図
ろ
う
と
す
る
州
県
官
の
姿
勢
が
、
「
始
勤
終
怠
」

と
称
さ
れ
る
事
態
を
来
す
原
因
の
一
つ
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
か
か
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太平天国以後の保甲制について

る
州
県
官
の
意
図
は
、
保
甲
専
辨
を
任
と
す
る
黄
式
度
に
よ
っ
て
、
保
甲
制

施
行
の
際
の
最
も
留
意
す
べ
き
点
は
「
不
擾
」
で
あ
る
事
、
保
甲
編
査
に
件

う
需
索
や
保
甲
制
が
増
税
に
連
な
る
と
い
う
民
衆
の
「
誤
解
」
を
招
く
事
、

保
甲
と
徴
税
等
の
任
務
と
の
混
交
に
よ
る
曖
昧
化
に
連
な
る
と
い
う
理
由
か

ら
却
下
さ
れ
、
州
県
官
は
徴
税
・
捐
輸
・
保
甲
等
の
諸
課
題
を
各
個
に
遂
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事
は
保
甲
制
の
実
施
の
継
続
性
と
い
う
点
で

懸
念
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
か
ら
州
県
段
階
に
「
保
甲
局
」
を
置
き
、

郷
紳
へ
委
任
す
る
と
い
う
方
向
が
生
ま
れ
て
来
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
こ
う
し
て
門
牌
上
に
は
最
も
貧
窮
な
階
層
の
戸
の
み
「
下
次
戸
」
と

し
て
註
記
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
が
、
そ
の
意
図
は
、
災
害
の
折
に
真
先
に
困

窮
す
る
こ
れ
ら
の
戸
を
事
前
に
掌
握
す
る
事
に
よ
っ
て
、
救
済
措
置
を
容
易

且
つ
速
か
に
行
い
得
る
と
い
う
面
と
、
か
か
る
貧
窮
戸
こ
そ
が
容
易
に
反
体

制
勢
力
た
る
会
党
と
結
合
す
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
彼
ら
を
把
握
し
監
視
下

に
置
こ
う
と
す
る
面
が
有
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
黄
式
度
の
門
牌
上
に
「
下

次
戸
」
を
註
記
す
る
意
図
が
こ
こ
に
在
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
農
村
の
秩

序
安
定
策
の
一
つ
と
し
て
の
社
倉
等
の
所
謂
救
荒
策
と
の
関
連
を
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
。
黄
式
度
も
朱
熹
の
社
倉
法
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
湖

南
に
在
っ
て
ど
れ
だ
け
社
倉
等
が
展
開
し
機
能
し
て
い
た
か
、
今
こ
こ
で
明

確
に
し
得
な
い
が
、
太
平
天
国
平
定
以
後
の
秩
序
回
復
策
と
し
て
着
目
さ
れ
、

そ
の
実
施
が
叫
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
事
は
容
易
に
推
測
し
得
る
。
即
ち
同
治
三

年
七
月
に
巡
撫
惲
世
臨
が
荒
歉
に
備
え
て
積
穀
す
べ
き
事
を
命
じ
て
い
る
。

更
に
湖
南
で
は
同
治
八
・
九
年
と
不
作
が
続
き
、
米
価
騰
貴
の
状
況
が
有
り

⑩
、
従
っ
て
よ
り
一
層
貧
民
救
済
に
よ
る
体
制
の
安
定
化
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
か
か
る
情
勢
か
ら
す
る
要
請
に
よ
り
、
保
甲
制
の
中
に
救
荒
の
実

効
を
挙
げ
よ
う
と
す
る
狙
い
も
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か

し
そ
の
狙
い
は
、
一
方
に
お
い
て
社
倉
等
の
備
蓄
策
の
成
功
と
両
々
相
埃
た

ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
黄
式
度
の
意
図
示
成
果
を
収
め
る
為
に
は
保
甲
制

と
備
蓄
策
と
の
両
面
の
成
功
が
必
須
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
従
前
社
倉
制
の
展
開
の
中
で
保
甲
制
と
の
関
連
が
論

じ
ら
れ
る
事
は
有
っ
て
も
、
保
甲
章
程
に
お
い
て
救
荒
策
が
講
じ
ら
れ
る
事

は
管
見
の
及
ぶ
限
り
見
い
出
せ
な
い
が
、
同
治
末
の
湖
南
で
明
確
に
保
甲
章

程
に
貧
民
救
済
の
條
項
が
記
さ
れ
た
事
は
、
彼
ら
の
存
在
が
他
方
に
お
け
る

会
党
と
の
関
連
に
お
い
て
重
視
さ
れ
、
体
制
内
へ
の
留
め
置
き
が
強
調
さ
れ

て
い
る
と
い
う
点
が
、
こ
の
時
期
の
保
甲
制
の
特
徴
と
し
て
注
目
に
値
す
る

と
思
わ
れ
る
。

㈲

「
待
査
」
戸
・
「
自
新
」
戸
の
摘
出

門
牌
作
成
後
、
牌
内
十
家
に
対
し
て
相
互
に
身
許
保
証
を
行
う
「
聯
保
」

が
求
め
ら
れ
る
。
即
ち
、

門
牌
填
定
、
即
著
十
家
互
相
聯
保
、
如
有
一
家
為
匪
、
准
九
家
首
告
、
價

敢
徇
隠
、
一
並
連
坐
、
其
聯
保
不
男
取
結
、
即
以
清
冊
所
開
同
牌
為
憑
。

と
あ
る
様
に
、
十
家
相
互
に
連
帯
保
証
を
行
い
、
も
し
牌
内
に
間
題
が
起
り
、

報
告
せ
す
隠
瞞
し
た
場
合
に
は
、
同
牌
の
者
が
連
帯
責
任
を
負
う
事
を
承
諾

す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
個
々
よ
り
「
切
結
」
を
取
る
事
は
せ
す
、
「
清
冊
」

=
「
循
環
正
冊
」
に
登
録
す
る
事
に
よ
っ
て
代
用
し
、
煩
を
避
け
ん
と
し
て

い
る
。
こ
の
場
合
十
家
内
に
お
い
て
、
他
の
戸
よ
り
「
聯
保
」
を
拒
否
さ
れ
る
戸

も
存
在
し
得
る
。
即
ち
、

如
相
連
並
居
之
家
、
有
各
家
不
肯
聯
保
之
人
、
或
係
開
設
客
寓
・
飯
店
・

煙
館
・
茶
館
・
戯
班
寓
所
、
或
係
媒
廠
・
窰
廠
・
鉄
廠
・
木
廠
、
以
及
山

辺
水
涯
棚
居
小
戸
、
或
係
寺
観
大
廟
、
即
於
所
給
門
牌
該
戸
之
と
、
載
以

待
査
二
字
⑥
。

と
規
定
さ
れ
、
同
牌
各
戸
よ
り
「
聯
保
」
を
拒
否
さ
れ
る
戸
、
客
寓
等
々
の
四
三
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不
特
定
の
人
々
の
出
入
す
る
戸
、
山
間
や
水
辺
の
棚
民
や
寺
院
等
は
、
い
す

れ
も
当
該
門
牌
上
に
「
待
査
」
の
二
字
を
註
記
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を

「
待
査
」
戸
と
称
す
る
事
と
す
る
。

更
に
も
う
一
種
の
特
別
扱
い
を
受
け
る
戸
が
有
る
。
即
ち
、

又
或
流
娼
土
妓
之
家
、
或
曽
犯
窃
窩
賭
行
兇
有
案
、
或
其
人
隻
身
赤
貧
、

不
知
根
柢
、
或
其
人
素
行
不
端
、
衆
所
共
知
、
惟
尚
無
犯
案
実
拠
可
指
、

此
次
清
査
、
正
為
此
輩
而
設
、
応
即
按
名
指
拏
、
以
憑
厳
辨
、
姑
寛
既
往
、

許
以
自
新
、
即
於
所
給
門
牌
該
戸
之
上
、
載
以
自
新
二
字
。

と
規
定
し
て
い
る
様
に
、
流
娼
土
妓
の
戸
、
前
科
を
有
す
る
者
、
単
身
赤
貧

に
し
て
素
行
不
良
で
あ
る
が
、
犯
罪
の
実
証
を
得
な
い
著
に
対
し
て
は
、
当

彦

該
門
牌
上
に
「
自
新
」
の
二
字
を
註
記
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
「
自
新
」

戸
と
称
す
る
。
保
甲
制
実
施
の
直
接
の
狙
い
が
、
か
か
る
「
自
新
」
戸
に
対

克

す
る
監
視
・
取
締
り
に
在
る
事
を
明
言
し
て
い
る
・

黒

か
か
る
「
待
査
」
戸
・
「
自
新
」
戸
の
摘
出
後
、
「
十
家
牌
」
の
作
製
が
行

j

な
わ
れ
る
。

目

聯
保
既
定
、
即
男
填
十
家
牌
一
張
、
将
聯
牌
十
戸
姓
名
、
依
次
填
載
、
並

将
待
査
自
新
等
戸
姓
名
、
附
載
於
内
、
交
牌
首
収
存
、
以
便
稽
査
⑥
。

と
規
定
さ
れ
、
「
十
家
牌
」
に
は
所
謂
「
聯
保
」
戸
は
も
と
よ
り
、
「
待
査
」

戸
「
自
新
」
戸
も
記
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

凡
十
家
一
牌
、
応
将
待
査
・
自
新
等
戸
、
摘
出
計
算
、
居
係
同
牌
、
応
責

成
牌
首
與
同
牌
各
戸
、
就
近
査
察
。

と
あ
る
様
に
、
同
牌
の
牌
首
・
牌
戸
の
監
視
を
受
け
し
め
る
も
の
と
し
て
い

る
。
従
っ
て
十
家
一
牌
が
隣
組
的
な
形
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
、
間
々
そ
こ
に

要
監
視
著
で
あ
る
「
待
査
」
戸
・
「
自
新
」
戸
が
加
わ
る
が
、
「
聯
保
」
戸
は

彼
ら
の
行
動
に
対
し
て
連
帯
責
任
は
負
わ
な
い
が
、
監
視
の
責
を
持
っ
て
い

た
と
言
え
る
。
こ
の
点
は
嘉
慶
期
の
浙
江
平
湖
県
に
お
け
る
「
男
戸
」
に
対

四
四

す
る
扱
い
方
と
の
相
違
が
見
出
さ
れ
る
。
平
湖
県
の
場
合
、
要
監
視
た
る
「
男

戸
」
は
牌
甲
編
成
の
時
か
ら
一
般
牌
戸
と
切
り
離
さ
れ
、
専
ら
地
保
の
監
視
・

取
締
り
の
下
に
置
か
れ
る
存
在
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
こ
で
は

彼
ら
「
待
査
」
「
自
新
」
戸
を
「
聯
保
」
戸
と
同
牌
に
編
成
し
、
牌
首
・
牌
戸

の
監
視
を
受
け
る
存
在
で
あ
る
。
こ
の
様
な
要
監
視
著
に
対
す
る
対
応
の
相

違
は
、
第
一
に
地
保
の
任
務
の
軽
減
を
図
り
、
地
保
本
来
の
職
青
で
あ
る
銭

糧
催
徴
に
専
念
さ
せ
様
と
し
た
点
、
第
二
に
一
と
の
関
連
で
地
保
に
よ
る
「

戸
」
へ
の
取
締
り
が
必
ず
し
も
成
果
を
挙
げ
得
ぬ
為
、
よ
り
日
常
的
に
身
近

か
に
在
っ
て
監
視
可
能
な
隣
戸
同
士
を
組
と
す
る
牌
内
に
組
込
み
、
牌
首
・

牌
戸
に
監
視
の
責
を
負
わ
し
め
た
方
が
、
よ
り
効
果
的
に
そ
の
目
的
を
達
し

得
る
と
考
え
た
為
と
思
わ
れ
る
。
か
く
し
て
「
待
査
」
「
自
新
」
の
レ
ッ
テ
ル

を
貼
ら
れ
た
要
監
視
戸
も
牌
甲
内
に
編
入
さ
れ
、
隣
近
の
各
戸
に
そ
の
一
挙

一
動
が
監
視
さ
れ
る
と
い
う
体
制
を
作
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解

さ
れ
る
。

さ
て
「
待
査
」
「
自
新
辻
戸
は
、
次
の
「
循
環
冊
」
作
成
の
段
階
で
「
聯
保
」

戸
と
別
扱
い
と
な
る
。

牌
既
分
填
、
即
備
循
環
正
冊
各
一
本
、
又
備
循
環
男
冊
各
一
本
、
…
…
惟

待
査
自
新
等
戸
、
摘
出
彙
載
男
冊
、
亦
照
所
給
門
牌
一
様
填
注
⑩
。

と
規
定
さ
れ
る
如
く
、
「
聯
保
」
戸
は
「
循
環
正
冊
」
に
門
牌
記
載
の
事
項
が

記
入
さ
れ
る
が
、
「
待
査
」
「
自
新
」
戸
は
摘
出
さ
れ
「
循
環
冊
」
に
記
載

さ
れ
る
。
こ
の
「
循
環
冊
」
は
一
は
「
総
首
」
の
下
に
保
管
さ
れ
、
他
の

一
は
州
県
衙
門
に
収
存
さ
れ
る
。
更
に
州
県
衙
門
は
そ
の
写
し
を
省
の
「
保

甲
総
局
」
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
州
県
当
局
は
も
と
よ

り
、
省
段
階
に
在
っ
て
も
管
内
の
要
監
視
著
名
簿
=
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作

成
し
。
現
在
分
立
冊
、
所
有
待
査
與
自
新
各
戸
、
除
責
成
総
首
、
会
同
牌
首
及
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について太平天国以後の保甲制

同
牌
隣
牌
人
等
、
随
時
査
察
外
、
地
方
官
応
即
按
冊
不
時
私
行
訪
査
、
省

局
亦
可
按
冊
不
時
派
人
、
分
途
密
査
、
再
不
安
分
、
不
必
待
地
方
公
稟
、

即
可
指
名
鎖
拏
。

と
あ
る
様
に
、
在
地
の
「
総
首
」
を
頂
点
と
す
る
監
視
の
み
な
ら
す
、
州
県

官
の
査
察
や
省
の
「
総
局
」
に
よ
る
密
査
も
可
能
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
は
こ
の
時
期
の
保
甲
制
に
お
い
て
、
監
視
・
取
締
り
の
対
象
を

か
か
る
「
待
査
」
「
自
新
ヒ
戸
に
絞
り
、
そ
こ
に
監
視
の
目
を
集
中
し
、
会
党

勢
力
と
の
結
合
を
断
と
う
と
す
る
狙
い
を
明
確
に
打
出
し
た
も
の
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。
即
ち
体
制
側
に
と
っ
て
の
要
監
視
分
子
の
把
握
と
、
そ
れ
に
対

す
る
監
視
・
取
締
り
体
制
の
組
織
化
が
図
ら
れ
様
と
し
た
点
が
一
つ
の
特
徴

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

所
で
こ
の
「
待
査
」
「
自
新
」
戸
の
「
聯
保
」
戸
へ
の
回
復
策
は
、
当
該
地

の
「
総
首
」
「
牌
首
」
及
び
「
紳
耆
」
の
保
証
に
よ
る
申
請
に
よ
っ
て
、
「

冊
」
よ
り
「
正
冊
」
へ
の
登
録
替
が
為
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
示
さ

れ
る
「
総
首
」
「
牌
首
」
は
当
然
な
が
ら
、
当
該
地
の
郷
紳
の
同
意
・
保
証
を

も
必
要
と
し
て
い
る
事
は
、
こ
の
時
期
の
郷
紳
の
郷
村
秩
序
の
維
持
と
い
う

面
に
お
い
て
期
待
さ
れ
、
又
担
わ
れ
よ
う
と
す
る
役
割
の
大
き
さ
を
物
語
る

も
の
で
あ
る
。
郷
紳
は
「
総
首
」
等
の
役
職
に
就
任
し
な
い
著
で
あ
っ
て
も
、

こ
う
し
た
形
で
郷
村
の
治
安
秩
序
の
維
持
に
当
る
事
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

圓

「
会
匪
」
対
策

さ
て
以
上
の
如
く
管
内
の
貧
窮
戸
や
「
待
査
」
「
自
新
」
戸
の
如
き
、
反
体

制
側
に
走
り
か
ね
な
い
戸
に
対
す
る
監
視
・
統
制
策
が
取
ら
れ
る
が
、
で
は

そ
の
外
側
に
在
っ
て
か
か
る
戸
を
も
糾
合
し
て
反
体
制
的
行
動
を
展
開
す
る

「
会
匪
」
に
対
し
て
、
こ
の
保
甲
制
は
い
か
な
る
対
応
を
取
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
。
黄
式
度
の
見
解
に
拠
れ
ば
、
往
時
の
兵
勇
の
結
会
は
、
相
互
団
結

に
よ
る
功
勲
の
樹
立
、
派
閥
争
い
に
優
位
を
占
め
る
事
、
財
産
の
守
護
を
目

的
と
し
、
「
異
志
」
を
抱
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
⑩
。
し
か
し
「
裁
兵
裁
勇
」

に
よ
る
帰
農
に
際
し
、
往
々
に
し
て
不
逞
の
輩
が
現
わ
れ
、
以
後
「
匪
」
を

為
す
著
は
全
て
「
会
」
を
称
し
、
又
郷
村
の
人
も
官
憲
も
「
会
匪
」
と
し
て

解
す
る
様
に
な
っ
た
と
言
う
。
従
っ
て
こ
こ
に
は
「
会
」
そ
の
も
の
を
悪
と

す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
「
匪
」
を
為
す
著
が
全
て
「
会
」

を
唱
え
て
い
る
事
が
ら
、
「
会
」
＝
悪
と
見
な
す
様
に
な
っ
た
、
と
見
て
い
る
。

か
か
る
認
識
に
立
っ
て
、

蓋
果
其
為
匪
、
即
不
曽
入
会
、
亦
当
厳
懲
、
果
其
不
匪
、
即
曽
経
入
会
、

亦
可
曲
原
⑤
。

と
述
べ
、
「
匪
」
的
行
為
の
有
無
を
問
い
、
既
往
の
入
会
と
否
と
は
間
わ
な
い

と
し
、
「
会
」
そ
の
も
の
を
認
め
る
如
き
印
象
を
持
つ
が
、
現
実
に
「
会
」
の

名
に
よ
る
「
匪
」
的
行
為
の
横
行
す
る
状
況
か
ら
、
入
会
者
に
対
し
て
脱
会

を
求
め
る
事
と
な
る
。
即
ち
入
会
者
に
脱
会
・
悔
悟
の
誓
約
書
を
「
総
首
」
・

郷
紳
及
び
族
長
に
提
出
さ
せ
る
事
と
し
て
、
会
党
自
体
の
撲
滅
を
図
る
事

と
な
る
。
か
く
し
て
入
会
著
に
対
す
る
措
置
を
講
ず
る
一
方
で
、
「
会
匪
」
に

対
す
る
弾
圧
・
取
締
り
策
が
検
討
さ
れ
る
。
も
と
よ
り
取
締
り
策
は
第
一
義

的
に
は
、
官
憲
の
軍
事
力
の
動
員
に
よ
る
が
、
他
方
で
保
甲
制
は
彼
ら
「
会

匪
」
の
牌
甲
内
へ
の
浸
透
防
止
、
牌
甲
内
よ
り
「
通
匪
者
」
の
出
現
を
防
ぎ
、

も
っ
て
「
会
匪
」
勢
力
の
孤
立
化
を
図
る
事
が
重
要
な
対
策
で
あ
り
狙
い
で

も
あ
っ
た
。

さ
て
保
甲
制
に
お
け
る
「
会
匪
」
に
対
す
る
具
体
的
な
対
応
策
は
、

清
査
之
法
、
不
嫌
周
密
、
除
十
家
取
具
聯
保
外
、
如
有
聚
族
而
居
者
、
即

責
成
該
族
公
正
族
長
、
出
具
族
内
並
無
為
匪
切
結
、
或
一
村
聚
処
、
雖
非

同
宗
、
実
可
共
信
、
応
即
貴
成
該
村
公
正
紳
耆
、
出
具
村
内
並
無
為
匪
切

結
、
各
結
祇
於
初
次
査
辨
時
、
取
具
存
案
、
毎
俟
年
底
換
結
一
次
、
不
必

四
五
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按
季
飭
取
、
以
免
煩
瑣
。

と
あ
る
如
く
、
一
般
良
民
に
対
し
て
既
述
の
如
く
「
聯
保
」
せ
し
め
、
相
互

に
監
視
さ
せ
あ
う
方
法
を
取
る
が
、
加
え
て
同
族
聚
居
の
場
合
は
、
族
長
に

対
し
て
「
族
内
並
無
為
匪
切
結
」
を
、
多
姓
の
聚
居
す
る
村
落
に
在
っ
て
ば
、

該
地
の
郷
紳
に
対
し
て
「
村
内
並
無
為
匪
切
結
」
を
毎
年
末
に
提
出
さ
せ
る

事
に
よ
っ
て
、
族
長
・
郷
紳
に
管
内
住
民
の
監
視
・
統
制
の
責
を
負
わ
し
め

る
と
い
う
方
法
を
併
用
し
、
よ
り
十
全
な
監
察
を
可
能
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
の
事
は
先
述
し
た
「
総
首
」
に
よ
る
季
節
毎
の
換
冊
の
期
に
提
出
を

求
め
ら
れ
る
「
並
無
会
匪
切
結
」
と
も
重
複
す
る
事
と
な
る
。
か
か
る
二
重

の
監
視
の
目
に
よ
り
、
一
般
牌
戸
の
「
通
匪
」
「
連
匪
」
を
防
止
し
よ
う
と
し

て
お
り
、
そ
の
手
段
と
し
て
、
「
切
結
」
の
提
出
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
て
い

る
事
が
知
ら
れ
る
。

次
に
「
待
査
」
戸
に
対
す
る
方
法
を
見
る
と
、
菴
観
寺
院
に
対
し
て
は
、

至
於
寺
観
菴
廟
、
本
属
方
外
、
地
方
紳
民
、
固
可
就
近
査
察
、
応
並
礼
飭

僧
綱
道
紀
、
随
時
約
束
稽
査
、
…
…
該
僧
綱
道
紀
、
按
季
毎
於
三
六
九

臘
等
月
之
初
、
出
具
切
結
、
申
送
地
方
官
存
案
、
省
城
則
並
送
総
局
査
核

と
規
定
し
、
該
地
の
紳
民
に
よ
る
監
察
と
共
に
、
各
作
観
寺
院
の
責
任
著
と

し
て
の
僧
綱
・
道
紀
に
査
察
せ
し
め
、
季
節
毎
に
「
切
結
」
を
提
出
さ
せ
る
事

と
し
て
い
る
。
又
不
特
定
の
人
々
の
出
入
す
る
施
設
等
に
つ
い
て
は
、

又
如
客
寓
飯
店
煙
館
茶
館
戯
班
寓
所
、
市
鎮
之
人
往
来
無
常
、
又
如
媒
窰

木
鉄
各
廠
、
與
脚
夫
碼
頭
、
人
多
雑
聚
、
以
及
山
辺
水
涯
棚
居
小
戸
、
遷

徒
不
定
、
応
各
立
一
簿
、
逐
日
派
人
稽
査
、
並
青
令
該
店
主
廠
主
先
頭

地
保
、
各
於
毎
月
盡
日
、
出
具
切
結
、
送
地
方
官
存
案
、
省
城
則
並
送
総

局
査
核
⑩
。

と
あ
り
、
各
々
に
名
簿
を
作
成
し
、
「
逐
日
派
人
稽
査
」
の
措
置
を
取
る
他
に
、

四
六

各
々
の
長
及
び
地
保
に
対
し
て
毎
月
未
に
「
切
結
」
を
提
出
さ
せ
る
事
と
し

て
い
る
。
就
中
「
匪
徒
」
の
「
潜
託
足
之
地
」
と
な
り
易
い
煙
館
に
対
し

て
は
、
既
設
の
煙
館
に
対
し
て
「
妥
人
」
の
保
証
と
「
如
有
容
留
匪
類
、
願

與
連
坐
甘
結
」
の
提
出
を
課
し
、
又
新
増
設
は
認
め
な
い
と
し
て
い
る
。
「
待

査
」
戸
に
対
し
て
こ
の
様
な
手
段
を
用
い
て
い
る
一
方
で
、
「
自
新
」
戸
に
つ

い
て
は
何
ら
触
れ
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
「
持
査
」
戸
と
同
様
の
干
法
が
取

ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
他
管
内
の
乞
丐
・
船
戸
・
苗
民
等
少
数

民
族
に
対
す
る
措
置
も
簡
単
に
述
べ
て
い
る
が
、
省
略
に
付
す
。

以
上
の
様
に
管
内
に
在
住
す
る
各
種
各
様
の
居
民
に
対
し
て
、
各
々
に
郷

村
に
在
っ
て
二
重
の
監
視
の
目
を
組
織
し
、
隠
匿
の
防
止
を
図
り
、
又
。
「
切

結
」
提
出
の
方
法
に
よ
り
、
当
該
責
任
者
の
監
視
・
取
締
り
を
強
制
す
る
事

と
な
る
。
尚
「
切
結
」
提
出
の
間
隔
が
各
段
階
或
い
は
対
象
戸
に
よ
り
異
な

っ
て
い
る
。
即
ち
一
般
牌
戸
を
対
象
と
し
て
の
「
総
首
」
に
よ
る
提
出
は
三

ヶ
月
、
族
長
・
郷
紳
に
よ
る
そ
れ
は
I
ヶ
年
で
あ
り
、
菴
観
寺
院
を
対
象
と

し
た
僧
綱
・
道
紀
の
提
出
間
隔
は
三
ヶ
月
、
更
に
「
待
査
」
戸
に
つ
い
て
は

一
ヶ
月
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
対
象
戸
の
要
警
戒
の
度
合
と
、
監
視
責
任
著

の
青
任
の
度
合
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
の
様
に
「
会
匪
」
取
締
り
の
保
甲
制
に
お
け
る
中
心
的
な
手
段
は
「
切

結
」
の
提
出
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
か
か
る
手
法
が
ど
の
程
度
効
果
を
挙

げ
得
た
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
「
切
結
」
提
出
の
前
提
に
は
、
日
常
的
な

緻
密
な
監
視
が
求
め
ら
れ
る
と
共
に
怠
慢
・
虚
偽
に
対
す
る
懲
罰
も
準
備
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
を
確
実
に
実
行
す
る
に
は
州
県
官
の
勤
勉
さ
が
求

め
ら
れ
る
。
彼
ら
が
旧
態
依
然
た
る
「
視
為
具
文
」
と
い
う
態
度
で
あ
る
限

り
、
下
部
に
在
っ
て
も
、
期
限
内
に
「
切
結
」
を
提
出
し
て
事
足
れ
り
と
す

る
風
潮
が
生
れ
て
来
る
事
は
必
然
で
あ
る
。
一
方
現
実
に
は
情
勢
の
進
展
に

よ
り
析
出
さ
れ
た
貧
窮
民
の
会
党
へ
の
結
集
は
依
然
と
し
て
継
続
し
、
湖
南
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太平天国以後の保甲制について

が
革
命
運
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
く
と
い
う
事
態
が
有
り
、
こ
の
手
法
が
必

す
し
も
有
効
に
働
い
た
と
は
言
え
な
い
様
で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

太
平
天
国
平
定
以
後
、
湖
南
省
に
お
い
て
施
行
さ
れ
よ
う
と
し
た
保
甲
制

の
特
徴
を
ま
と
め
て
述
べ
れ
ば
、
第
一
に
省
段
階
に
保
甲
専
辨
機
関
と
し
て

の
「
保
甲
総
局
」
が
設
置
さ
れ
、
名
義
的
に
布
按
両
便
や
知
府
知
県
が
そ
の

運
営
に
当
る
事
と
し
て
い
る
が
、
実
務
担
当
著
に
は
郷
紳
が
充
当
さ
れ
て
お

り
、
言
わ
ば
郷
紳
主
導
に
よ
る
保
甲
制
の
施
行
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の

事
は
次
の
段
階
で
各
州
県
に
「
保
甲
局
」
を
設
置
し
、
各
州
県
の
保
甲
制
実

施
の
実
務
を
該
地
の
郷
紳
に
委
任
さ
せ
る
形
態
を
取
る
一
歩
前
の
段
階
を
示

す
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
民
間
レ
ベ
ル
の
保
甲
統
括
者
と
し

て
の
「
総
首
」
の
地
位
に
郷
紳
の
就
任
が
要
請
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
か

か
る
事
態
は
既
に
嘉
慶
期
に
も
見
ら
れ
る
が
、
一
と
の
関
連
か
ら
考
え
て
、

郷
紳
の
地
方
政
治
へ
の
関
与
の
一
層
の
深
ま
り
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。
更
に
第
三
に
要
警
戒
戸
の
摘
出
に
よ
り
監
視
の
目
を
こ
れ
に
集
中

す
る
と
い
う
治
安
維
持
策
が
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
も
嘉
慶
期
に

見
ら
れ
る
方
法
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
彼
ら
に
対
す
る
監
視
の
任
が
地
保
に

委
ね
ら
れ
て
い
た
が
、
湖
南
の
場
合
に
は
、
牌
戸
・
「
牌
首
」
・
「
総
首
~

郷
紳
に
負
わ
せ
て
い
る
と
い
う
点
で
異
っ
て
い
る
。
こ
の
事
は
「
総
首
」
・
郷

紳
の
地
方
に
お
け
る
治
安
確
保
の
面
で
荷
う
負
担
の
増
大
を
示
す
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

以
上
の
如
き
特
徴
を
特
つ
保
甲
制
は
、
一
方
で
帝
国
主
義
進
出
の
深
ま
り
、

収
奪
の
強
化
に
よ
る
矛
循
の
深
化
増
大
か
ら
各
鞋
の
民
衆
闘
争
が
激
起
す
る

要
因
は
い
や
増
し
に
増
大
す
る
状
況
下
に
在
っ
て
、
官
紳
合
同
に
よ
る
弾
圧

体
制
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
も
は
や
地
方
の
治
安
維

持
は
当
該
州
県
官
の
権
力
の
み
に
よ
っ
て
は
不
可
能
で
あ
り
、
郷
紳
の
在
地

に
お
け
る
有
形
無
形
の
威
力
を
組
織
的
に
活
用
し
て
州
県
官
の
欠
を
補
助
さ

せ
ね
ば
な
ら
な
い
事
態
に
立
ち
至
っ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
他
方
で
か
か
る
弾
圧
体
制
の
構
築
に
抗
し
て
会
党
の
活
動
は
更
に

活
発
化
す
る
。
為
に
十
九
世
紀
末
の
戊
戌
変
法
の
中
で
、
湖
南
に
お
い
て
「
保

衛
局
」
と
称
す
る
近
代
的
警
察
機
構
が
作
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
登
場
し
た

「
保
甲
総
局
」
は
「
保
衛
局
」
の
前
身
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

小
稿
に
在
っ
て
は
、
「
保
甲
・
団
練
」
と
連
称
さ
れ
る
「
団
練
」
に
つ
い
て

は
何
ら
触
れ
得
な
か
っ
た
。
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
大

方
の
御
叱
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

(
昭
和
5
5
年
8
月
2
6
日
受
理
)

小
島
晋
治
「
太
平
天
国
と
農
民
」
(
上
)
・
(
中
)
の
I

・
(
中
)
の
二
、
(
「
史
潮
」
九
十
三
・

九
十
六
・
九
十
七
)

さ
し
あ
た
り
重
田
徳
「
清
初
に
お
け
る
湖
南
の
地
主
制
に
つ
い
て
I
‐
-
『
湖
南
省
例
成

案
』
に
よ
る
小
論
-
」
(
「
清
代
社
会
経
済
史
研
究
」
所
収
)
及
び
小
島
氏
前
掲
論
文
参

照
。
小
島
氏
前
掲
論
文
及
び
同
氏
「
太
平
天
国
」
(
筑
摩
書
房
刊
「
世
界
の
歴
史
」
1
1
)
、
又
同

氏
「
太
平
天
国
革
命
」
(
岩
波
講
座
「
世
界
歴
史
」
9
1
]
)
等
参
照
。

小
島
氏
①
論
文
の
う
ち
、
(
中
)
の
二
の
I
〇
一
～
一
〇
二
頁
。

白
石
博
男
「
清
未
湖
南
の
農
村
社
会
-
-
押
租
慣
行
と
抗
租
傾
向
-
-
(
東
京
教
育

大
学
ア
ジ
ア
史
研
究
会
編
「
中
国
近
代
化
の
社
会
構
造
」
所
収
)

小
島
氏
①
論
文
の
う
ち
、
(
中
)
の
二
の
一
〇
〇
頁
。

「
光
緒
善
化
県
志
」
巻
二
十
、
政
績
の
項
の
「
禁
革
銭
糧
積
弊
札
示
」
。

仰
世
臨
の
布
政
使
在
任
期
間
は
、
同
治
二
年
初
か
ら
巡
撫
に
就
任
す
る
同
年
五
月
ま
で
の

短
期
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
(
「
湖
南
近
百
年
大
事
記
述
」
附
録
『
湖
南
近
百
年
省

級
官
吏
表
』
参
照
。
)

⑥
の
同
項
に
「
嗣
後
征
収
銭
糧
、
一
律
通
用
板
串
、
設
櫃
大
堂
、
認
真
催
征
、
地
方
遼
間

者
、
酌
量
適
中
処
、
立
一
郷
櫃
、
完
納
之
戸
、
立
即
截
串
給
予
、
回
家
安
業
、
不
準
片
刻四

七
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延
、
未
完
之
戸
、
該
地
方
官
記
明
名
姓
郷
居
、
随
時
催
伝
、
或
下
郷
之
便
、
開
導
勧
納
、

…
…
若
積
年
蠹
書
、
因
更
改
章
程
、
不
遂
所
欲
、
従
中
篭
鼓
、
或
串
同
劣
紳
、
阻
挑
把
特
、

該
地
方
官
、
立
即
拘
解
来
轅
、
本
部
院
執
法
如
山
、
定
即
厳
行
懲
治
、
…
…
」
と
あ
る
。

同
前
同
項
に
「
若
不
職
之
員
、
仍
然
狃
於
積
習
、
以
征
解
之
権
、
付
書
役
之
手
、
則
是
溺

職
無
能
、
本
部
院
即
以
溺
職
奏
革
、
並
将
失
察
之
本
管
知
府
撤
任
、
:
…
・
」
と
あ
り
、
「
征

解
之
権
」
を
書
吏
よ
り
取
上
げ
る
べ
き
事
を
命
じ
て
い
る
が
、
そ
の
実
効
性
に
つ
い
て

は
疑
問
視
さ
れ
る
。

「
光
緒
湖
南
通
志
」
巻
五
十
九
、
食
貨
五
、
税
の
項
参
照
。

「
同
治
湘
郷
県
志
」
巻
三
、
建
置
、
公
所
の
項
に
「
厘
金
局
…
…
凡
収
自
塩
茶
者
、
解
塩
茶

局
、
収
自
百
貨
者
、
解
厘
金
局
、
」
と
あ
る
。

⑩
に
同
じ
。

『
湖
南
近
百
年
大
事
紀
述
　
湖
南
開
始
征
収
厘
金
』
の
項
参
照
。

「
穆
宗
実
録
」
巻
一
四
八
、
同
治
四
年
七
月
庚
辰
の
條
。

⑩
に
同
じ
。

「
毛
尚
書
奏
稿
」
巻
九
、
『
湖
南
厘
金
照
旧
章
辨
理
摺
』
同
治
二
年
三
月
初
二
日
の
項
。

⑩
に
同
じ
。

「
光
緒
湘
潭
県
志
」
事
紀
三
の
項
。

重
田
徳
「
清
未
に
お
け
る
湖
南
茶
の
生
産
構
造
-
五
港
開
港
以
後
を
中
心
と
し
て
I

-
」
(
「
清
代
社
会
経
済
史
研
究
」
第
四
章
第
二
節
)
参
照
。

『
湖
南
近
百
年
大
事
紀
述
≒
龍
陽
益
陽
交
界
軍
山
総
地
方
、
劉
道
美
等
聚
衆
拝
会
、
攻

入
益
陽
、
占
領
龍
陽
、
旋
退
出
』
の
項
参
照
。

里
井
彦
七
郎
・
小
野
信
爾
「
十
九
世
紀
中
国
の
仇
教
運
動
-
‐
―
'
植
民
地
主
義
へ
の
抵
抗

―
‐
-
」
(
筑
摩
書
房
刊
「
世
界
の
歴
史
」
‥
‥
‥

)
参
照
。

「
皇
清
道
咸
同
光
奏
議
」
巻
五
十
三
下
、
兵
政
類
、
勅
匪
、
『
湖
南
蕃
民
滋
事
宜
厳
政
体
潰

乱
源
疏
』
同
治
十
年
。

「
合
肥
李
勤
恪
公
政
書
」
巻
五
、
『
査
明
湘
省
文
武
辨
理
匪
徒
情
形
摺
』
同
治
十
年
十
二

月
初
一
日
の
項
参
照
。

「
穆
宗
実
録
」
巻
コ
二
八
、
同
治
四
年
五
月
辛
丑
の
條
。

同
前
、
巻
一
四
〇
、
同
治
四
年
五
月
庚
申
の
條
。

同
前
、
巻
三
一
六
、
同
治
十
年
七
月
戊
申
の
條
。

拙
稿
「
清
末
の
反
保
甲
闘
争
に
つ
い
て
」
(
「
集
刊
東
洋
学
」
三
こ
参
照
。

「
合
肥
李
勤
恪
公
政
書
」
巻
五
、
『
現
算
清
査
保
甲
分
設
防
営
片
』
同
治
十
年
十
二
月
初

四
八

一
日
の
項
参
照
。

「
穆
宗
実
録
」
巻
三
二
五
、
同
治
十
年
十
二
月
己
巳
の
條
。

東
洋
文
化
研
究
所
蔵
「
湖
南
全
省
保
甲
章
程
」
所
収
の
『
藩
臭
司
詳
』
参
照
。

⑩
及
び
同
書
所
収
の
『
督
撫
院
批
』
参
照
。

⑩
に
同
じ
。

「
駱
文
忠
公
奏
議
」
巻
九
、
『
覆
陳
査
所
椙
輸
広
額
並
裕
道
被
参
各
歓
摺
』
参
照
。

「
光
緒
湖
南
通
志
」
巻
五
十
九
、
食
貨
五
、
棺
税
の
項
。

「
光
緒
善
化
県
志
」
巻
十
五
、
兵
防
の
項
。

「
湖
南
全
省
保
甲
章
程
」
所
収
『
筋
所
湖
南
保
甲
簡
明
章
程
十
二
條
』
(
以
下
『
章
程
』
と

略
称
)
第
二
條
参
照
。

『
章
程
』
第
二
條
に
、
「
即
於
毎
段
地
境
之
内
、
択
選
公
正
廉
明
、
衆
所
信
服
之
紳
書
数

人
、
挙
為
総
首
、
優
以
礼
貌
、
専
以
責
成
、
所
挙
得
人
、
指
四
有
助
、
自
無
不
辨
之
事
」
と

あ
る
。

『
章
程
』
第
七
條
。

『
章
程
』
第
三
條
。

『
章
程
』
第
二
條
。

『
章
程
』
第
八
條
。

「
皇
朝
文
献
通
考
」
巻
二
十
三
、
職
役
考
。

拙
稿
「
清
朝
中
期
の
保
甲
制
に
つ
い
て
I
-
浙
江
省
平
湖
県
の
場
合
-
1
」
(
「
愛
知
教

育
大
学
研
究
報
告
」
第
二
十
九
輯
)

因
み
に
「
厘
金
総
局
」
に
在
っ
て
は
、
「
檄
署
塩
法
道
裕
麟
、
総
理
局
務
、
並
透
選
各
員
紳

襄
辨
、
復
選
派
紳
ト
、
分
赴
各
府
州
県
、
会
同
地
方
官
、
次
第
試
行
ズ
「
光
緒
湖
南
通
志
」

巻
五
十
九
、
椿
税
の
項
)
と
あ
る
如
く
で
あ
る
。

『
章
程
』
第
四
條
。

『
章
程
』
第
四
條
に
附
載
さ
れ
て
い
る
『
附
通
札
』
。

「
光
緒
善
化
県
志
」
巻
九
、
積
儲
、
積
穀
の
項
の
『
巡
撫
憚
世
臨
奏
為
筋
属
勧
所
積
穀
、
用

備
荒
秋
、
見
己
辨
有
成
数
、
恭
摺
奏
明
立
案
、
仰
祈
聖
服
事
』
参
照
。

同
前
、
儲
備
倉
の
項
に
、
「
(
同
治
)
八
年
水
災
、
九
年
荒
歓
、
石
穀
価
至
二
千
六
百
零
、
民

不
聊
生
」
と
あ
る
。

『
章
程
』
第
五
條
。

『
章
程
』
第
六
條
。

『
章
程
』
第
五
條
‥
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拙
稿
図
論
文
参
照
。

『
章
程
』
第
七
條
。

『
章
程
』
第
十
一
條
。

同
前
、
同
條
に
「
果
能
自
新
、
許
於
毎
季
換
冊
時
、
由
該
総
首
牌
首
及
該
地
紳
署
、
公
同

案
保
、
准
除
男
冊
之
名
、
改
附
正
冊
、
」
と
あ
る
。

『
章
程
』
第
九
條
の
按
語
に
、
「
査
該
弁
勇
在
営
立
会
、
本
為
同
心
殺
賊
五
八
立
功
勲
、
成

因
初
入
営
中
、
恐
人
排
椚
、
或
因
積
有
銀
銭
、
恐
入
社
奪
、
実
逼
処
此
、
迫
面
相
従
、
揆
其

本
心
、
実
無
異
志
、
」
と
あ
る
。

『
章
程
』
第
九
條
の
按
語
。

同
前
、
同
條
に
「
自
此
之
後
、
各
勤
正
業
、
絶
交
匪
人
、
凡
有
誤
入
会
中
者
、
准
其
自
行
員

悔
、
交
該
総
首
紳
者
及
族
長
収
存
、
保
予
安
業
、
如
有
同
類
之
人
、
復
相
脇
誘
、
許
即
拙

秦
到
官
、
審
明
厳
辨
、
」
と
あ
る
。

『
章
程
』
第
十
條
。

同
前
、
同
條
に
「
再
査
盗
賊
匪
徒
、
毎
籍
煙
館
以
為
潜
証
託
足
之
地
、
該
各
庁
州
県
地

方
、
大
小
口
岸
、
現
有
煙
館
、
応
有
妥
人
的
保
、
取
具
如
有
容
留
匪
類
、
願
興
連
坐
甘
結
、

方
准
開
設
、
如
無
保
結
、
即
不
准
開
、
自
此
清
査
之
後
、
不
准
再
添
一
家
、
如
有
犯
事
封

閉
、
及
無
本
歌
業
、
不
准
復
開
」
と
あ
る
。

『
章
程
』
第
十
條
に
「
悦
歌
恂
隠
、
一
並
究
辨
、
」
と
あ
り
、
又
十
二
條
に
は
「
悦
有
不
知
自

愛
、
籍
名
武
断
、
図
報
私
嫌
、
干
預
詞
訟
、
需
索
地
方
、
甚
至
容
隠
奸
完
、
得
賄
包
庇
、
一

経
訪
察
得
実
、
除
斥
退
外
、
定
即
照
例
治
罪
、
」
と
あ
る
。

拙
稿
⑩
論
文
参
照
。

中
村
義
「
洋
務
運
動
と
改
良
主
義
」
(
岩
波
講
座
「
世
界
歴
史
」
2
2
)
参
照
。
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